








ひきこもり地域支援センターが担っている役割として、ひきこもり支援を行っている関係機関の連

携を強化するための、「ひきこもり支援ネットワークの構築」というものがあります。

そこで、今回はひきこもり状態にある方の支援機関として、主に就労支援を担っている「地域若

者サポートステーション」を紹介させていただきます。

地域若者サポートステーション（通称：「サポステ」）は、厚生労働省から認定を受けた団体が運

営しています。

つまり・・・「働くことに課題を抱えて前へ進むことが難しいと感じている若者の就労を支援してい

るところ」といえます。

サポステでは、働くことに悩みを抱えている１５歳～３９歳までの若者に対し、キャリア・コンサル

タントなどによる専門的な相談によって課題を整理します。また、コミュニケーション訓練などによ

るステップアップや協力企業への就労体験などにより、自己肯定感が養われ、自分の存在が認め

られる経験ができるように支援を行っています。

このような経験の積み重ねにより、本来、持っていた力を発揮することができるようになる若者

が多くいます。

・ 個別相談（本人、家族）

・ セミナー （若者のつどい、親の会など）

・ 各種の自立支援プログラム（就労体験、ボランティア体験、就職支援講座、コミュニケーション

訓練） などが受けられます。

他にも、

・ 学校との連携、中退者等学び直し支援

・ パソコン講座、交流スペースの提供 などを実施しているサポステもあります。

それぞれのサポステによって、提供しているサービス内容が異なります。

予約や申し込みが必要なものもあるため、事前に問い合わせられるとスムーズです。
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地域若者サポートステーション

１「地域若者サポートステーション」ってどんなところ？

２「サポステ」ではどんなサービスが受けられるの？






